
一
、
　
一

昭和36年1月16日第3種郵便物認司昭和54年11月1日　第253号（毎月1回発行1部30円）

253NO

　
　
　
　
　
　
4

自
然
と
社
会
の
恵
み

　
新
嘗
祭
l
O
年
配
の
か
た
に
は
身
の

ひ
き
し
ま
る
、
ま
た
、
な
つ
か
し
い
言

葉
で
す
。
新
し
く
は
勤
労
感
謝
の
日
と

し
て
受
け
つ
が
れ
た
こ
の
日
、
敬
慶
な

心
で
五
穀
の
豊
穣
を
大
自
然
に
感
謝
す

る
日
と
し
て
受
け
と
め
た
い
。

　
五
体
満
足
で
労
働
に
は
げ
め
る
あ
り

が
た
さ
。
対
価
と
の
関
連
の
み
で
労
働

を
考
え
る
風
潮
は
、
と
も
す
れ
ば
私
た

ち
に
、
こ
の
あ
り
が
た
さ
を
忘
却
さ
せ

る
作
用
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　
一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
、
健
康
で
思

う
存
分
働
け
る
そ
の
奥
に
は
、
大
い
な

る
自
然
と
社
会
の
恵
み
の
働
い
て
い
る

こ
と
を
気
づ
か
せ
た
い
。

　
こ
の
恵
み
を
気
づ
か
せ
な
い
限
り
、

本
当
の
勤
労
の
喜
び
も
、
感
謝
の
心
も

生
れ
な
い
。
い
わ
ん
や
、
生
か
さ
れ
て

い
る
生
命
（
い
の
ち
）
の
あ
り
が
た
さ

に
思
い
を
馳
せ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
で

き
な
い
。
（
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仏
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さ
わ
や
か
な
秋
空
か
二
二
に
広
か
る
十
月
十
五
日
、
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨

城
大
会
は
、
茨
城
県
水
戸
市
の
水
戸
市
民
会
館
を
会
場
に
、
　
『
大
法
輪
の
も
と
、
よ
り
大
き

く
よ
り
強
く
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
全
日
本
仏
教
会
、
茨
城
県
仏
教
会
の
主
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
よ
り
一
千
二
百
名
が
参
集
し
、
四
つ
の
部
会
に
わ
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
提
出
さ
れ
た
議
案
に
そ
っ
て
、
仏
教
を
現
代
に
生
か
し
新
文
明
の
希
求
に
注
目

す
べ
く
、
執
、
心
な
討
議
か
展
開
さ
れ
る
な
と
、
非
常
に
盛
況
な
大
会
で
あ
っ
た
。

大
会
総
裁
式
辞
（
川
田
聖
見
全
仏
副
会
長
）

……脚鷲　鵡㌔
附　　　瞬

会
場
地
の
水
戸
は
黄
門
さ
ま
で
そ
の
名
を
全

国
に
知
ら
れ
、
ま
た
史
の
国
、
梅
の
都
と
し
て

も
有
名
で
あ
り
、
緑
の
多
い
心
で
味
わ
う
街
と

も
い
え
る
。

　
そ
の
中
心
と
も
い
え
る
水
戸
市
民
会
館
に
は

早
朝
よ
り
列
車
や
バ
ス
な
ど
に
て
県
内
外
か
ら

の
参
加
者
が
続
々
と
参
集
、
開
会
式
典
の
お
こ

大
越
大
会
長
（
茨
城
）
の
歓
迎
あ
い
さ
つ

　
　
　
’
恥
＾
　

、
ざ

開
ぐ
，
、
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓

な
わ
れ
る
大
ホ
ー
ル
は
、
立
席
の
で
る
ほ
ど
埋

め
つ
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
式
　
　
題

画
二
士
ハ
回
茨
城
大
会
の
大
き
な
横
看
板
の

下
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
そ
し
て
左
右
に
仏
噸

と
法
輪
旗
、
中
央
に
は
花
に
囲
ま
れ
た
金
色
の

仏
像
が
安
置
さ
れ
る
ホ
ー
ル
舞
台
に
て
開
式
。

　
地
元
茨
城
県
仏
・
根
本
興
元
師
の
司
会
に
よ

り
、
ま
ず
秋
元
義
雄
師
（
大
会
副
会
長
）
が
開

会
を
宣
言
。
茨
城
県
仏
・
大
越
孝
仁
会
長
の
導

師
で
三
帰
依
文
唱
和
の
あ
と
、
川
田
聖
見
大
会

副
総
裁
（
全
仏
副
会
長
）
が
「
W
F
B
大
会
宣

言
の
実
践
に
む
け
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
ほ
し

記
念
講
演
を
す
る
山
ロ
淑
子
先
生

い
」
と
式
辞
。
つ
づ
い
て
町
田
一
一
全
仏
理
事

長
（
代
）
、
大
越
孝
仁
大
会
長
（
茨
城
県
仏
）
が

挨
拶
。
梶
山
静
六
衆
院
議
員
が
大
平
首
相
の
メ

ッ
セ
ー
シ
を
代
読
の
あ
と
、
宮
崎
国
体
よ
り
急

拠
帰
ら
れ
た
竹
内
茨
城
県
知
事
が
「
真
の
仏
教

活
動
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
水

戸
市
長
等
の
挨
拶
に
つ
い
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
駐

日
大
使
の
メ
ノ
セ
！
ジ
や
祝
電
が
披
露
さ
れ
式

を
閉
じ
た
。

講
師
に
山
口
淑
子
先
生

　
　
　
記
念
講
演

　
参
議
院
議
員
・
山
口
淑
子
先
生
が
「
心
と
心

の
外
交
」
と
題
し
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
人
間
性
の
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
中
東
和
平
な
ど
の
外
交
問
題
、
老
人
の
生

き
が
い
な
ど
を
語
り
、
特
に
仏
教
に
お
け
る
心

を
こ
れ
ら
の
問
題
の
中
で
生
か
し
て
ほ
し
い
と

結
び
万
場
の
拍
手
を
得
た
。

　
　
　
総
　
　
会

　
田
代
弘
興
観
仏
組
織
部
長
の
司
会
に
よ
り
、

加
藤
海
難
全
期
総
務
局
長
の
開
会
の
こ
と
ば
の

あ
と
、
前
回
開
催
の
埼
玉
県
仏
教
会
に
感
謝
状

の
贈
呈
が
あ
り
、
全
仏
・
川
田
聖
見
副
会
長
よ

り
、
埼
玉
県
仏
・
岩
崎
鳳
栄
会
長
に
手
渡
た
さ

れ
た
。
全
仏
・
鱒
淵
正
浩
事
務
総
長
が
仮
議
長

と
な
っ
て
議
長
団
の
選
出
と
す
す
み
、
貝
山
宣

泰
師
（
神
奈
川
県
仏
会
長
）
、
大
越
孝
仁
師
（
茨

城
県
仏
会
長
）
、
山
本
ス
ギ
氏
（
全
日
仏
婦
理
事

長
）
が
議
長
団
席
に
着
席
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

竜
山
哲
成
全
仏
組
織
局
長
が
大
会
幹
事
紹
介
、

議
事
運
営
規
則
説
明
、
議
案
上
程
、
日
程
説
明

を
行
な
い
、
鱒
淵
事
務
総
長
が
全
週
事
務
報
告

を
し
て
総
会
を
終
え
た
。
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四
部
会
に
わ
か
れ
討
議

　
　
部
　
　
会

部
会
は
次
の
テ
ー
マ
に
よ
り
、
各
提
出
議
案

（
別
掲
）
に
そ
っ
て
討
議
さ
れ
た
。

第
一
部
会
（
実
践
部
会
）
1
仏
教
徒
の
社
会

　
　
　
　
的
実
践
i

　
第
二
部
会
（
檀
信
徒
部
会
）
一
路
信
徒
の
全

　
　
　
　
国
結
成
を
強
化
し
よ
う
1

　
第
三
部
会
（
婦
人
部
会
）
一
仏
教
婦
人
の
全

　
　
　
　
国
結
集
を
計
ろ
う
一

　
第
四
部
会
（
青
年
部
会
）
1
仏
教
青
年
の
全

　
　
　
　
国
結
集
を
計
ろ
う
一

　
　
総
　
　
会

　
部
会
終
了
後
ひ
き
つ
づ
い
て
大
ホ
ー
ル
に
て

総
会
が
開
か
れ
、
開
会
の
辞
、
議
長
挨
拶
の
あ

、、

ﾄ

　　ご覇

熱
心
に
討
論
を
続
け
る
第
一
部
会

と
議
事
に
入
り
、
ま
ず
各
部
会
の
報
告
が
、
摩

尼
清
之
師
（
第
一
部
会
）
、
井
上
日
宏
師
（
第
二

部
会
）
、
山
本
ス
ギ
氏
（
第
三
部
会
）
、
永
倉
嘉

文
師
（
第
四
部
会
）
よ
り
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

報
告
ど
お
り
決
議
さ
れ
た
。
次
に
宗
派
代
表
者

懇
談
会
の
報
告
が
宮
城
泰
年
嵩
よ
り
行
な
わ
れ

た
。
つ
づ
い
て
宣
言
決
議
文
（
別
掲
）
の
発
表

が
神
野
真
一
大
会
幹
事
長
よ
り
あ
り
拍
手
多
数

で
承
認
の
あ
と
安
本
利
正
全
仏
国
際
文
化
局
長

の
閉
会
の
辞
で
総
会
を
終
え
た
。

次
期
開
催
地
は
未
定

　
　
閉
会
　
式

　
小
林
栄
雄
大
会
副
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
鱒

淵
事
務
総
長
よ
り
次
期
開
催
地
に
つ
い
て
説
明

が
な
さ
れ
、
次
回
は
未
定
で
あ
る
と
発
表
さ
れ

た
。
つ
づ
い
て
茨
城
県
仏
・
中
村
純
崇
副
会
長

よ
り
鱒
淵
事
務
総
長
に
大
会
仏
語
が
返
還
さ
れ

た
。
大
会
参
加
者
を
代
表
し
て
岩
田
利
文
静
岡

県
仏
事
務
局
長
が
挨
拶
、
岩
崎
鳳
栄
埼
玉
県
仏

会
長
の
万
才
三
唱
、
安
藤
義
祐
全
仏
事
務
次
長

の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
行
事
を
盛

況
裡
に
終
了
し
た
。

“
一

助副下
灘饗会

者長長

摩
尼
清
之

牧
田
実
栄
土
田
正
道

白
川
畏
純

一
号
議
案
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
徒
を
支
援
し
よ

う
」　
提
案
団
体
近
代
仏
教
研
究
会

　
提
案
説
明
者
鈴
木
徹
衆

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
悲
惨
な
現
状
を
ふ
ま
え
、
そ

れ
そ
れ
の
団
体
の
性
格
に
よ
り
支
援
す
る
こ
と

で
採
択
。

二
号
議
案
「
仏
陀
暦
の
普
及
促
進
を
計
り
た
い

　
提
案
団
体
　
日
本
仏
教
鎖
総
会

　
提
案
説
明
者
　
加
藤
龍
雲

　
仏
陀
暦
を
国
際
的
に
確
立
す
べ
く
、
全
仏
で

研
究
し
、
第
十
三
回
W
F
B
大
会
に
提
出
す
る

こ
と
で
採
択
。

8

“、

部
会
長

副
部
会
長

助
言
者

LU
　
■

△
4

井
上
日
宏

秋
元
義
雄
　
池
田
泰
俊

望
月
良
晃

明
解
議
案
「
全
国
離
檀
信
徒
会
の
代
表
者
会
議

を
開
催
し
ま
し
ょ
う
」

　
提
案
団
体
　
新
潟
県
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
　
池
田
忠
蔵

　
檀
信
徒
の
組
織
化
を
全
国
的
に
広
め
、
よ
り

霧
霊
寺
，
’
墾ゴ壱

、

蒙
喪

勢
慧
憂
、

第二部会の討論を推進する井上部会長ら

強
化
し
た
う
え
で
代
表
者
会
議
を
開
催
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
採
択
。

二
号
議
案
「
檀
信
徒
の
全
国
結
集
強
化
に
つ
い

て
」　
提
案
団
体
岐
阜
県
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
細
魚
一
雄

　
お
互
い
が
お
互
い
の
手
で
各
地
域
に
お
い
て

檀
信
徒
の
組
織
化
を
は
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

採
択
。

　
仏
教
婦
人
の
結
集
呼
び
か
け
る
第
三
部
会

部
会
長
　
　
山
本
杉

副
部
会
長
　
　
小
原
和
子
猪
瀬
喜
恵

　
助
言
者
　
若
林
隆
光

旧
号
議
案
「
全
国
の
仏
教
婦
人
の
結
集
を
し
ょ

う
」　
提
案
団
体
　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

　
提
案
説
明
者
　
山
口
貴
美
子

　
豊
山
仏
婦
、
孝
道
山
登
婦
、
静
岡
仏
教
婦
人
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会
な
ど
の
代
表
か
ら
の
お
話
し
を
ふ
ま
え
、
よ

り
多
く
の
仏
教
婦
人
を
集
め
、
仏
教
を
理
解
し

よ
り
広
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
採
択
。

仏
教
青
年
間
題
に
活
発
な
討
論
の
第
四
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
●
　
，

　
部
会
長
　
　
永
倉
嘉
文

　
副
部
会
長
　
　
岡
部
康
喜
　
大
越
孝
一

　
助
言
者
　
　
佐
伯
真
光

一
号
議
案
「
仏
教
青
年
は
自
己
の
信
仰
を
深
め

伝
道
に
道
進
し
ょ
う
」

　
提
案
団
体
　
茨
城
県
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
　
志
島
融
光

　
各
宗
祖
が
ほ
れ
こ
ん
だ
仏
教
を
青
年
僧
は
も

う
一
度
考
え
、
初
心
に
か
え
っ
て
精
進
す
る
と

い
う
こ
と
で
採
択
。

二
号
議
案
「
仏
教
青
年
の
組
織
的
活
動
を
活
発

に
推
進
し
、
さ
ら
に
宗
派
を
越
え
て
結
集
し
ょ

う
」　
提
案
団
体
　
全
日
本
仏
教
青
年
会

　
提
案
説
明
者
　
永
島
竜
弘
（
大
阪
講
習
）

　
宗
派
を
超
え
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、
青
年

と
し
て
手
作
り
の
活
動
を
し
て
行
こ
う
と
い
う

こ
と
で
採
択
。

◎
各
部
会
共
通
議
案
「
釈
尊
ご
生
誕
の
聖
地
ル

纒
繋
讐
羅
灘

　
宗
派
代
表
者
懇
談
会
は
、
会
場
を
三
の
丸
ホ

テ
ル
に
移
し
、
座
長
に
豊
山
派
・
川
田
管
長
を

選
出
し
て
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
自
由
な
話
し

合
い
を
行
な
っ
た
。

　
話
題
と
し
て
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
と
次
期
大

会
に
つ
い
て
多
く
話
し
合
わ
れ
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

で
は
「
そ
の
推
進
に
は
協
力
す
る
が
、
ど
の
よ

う
な
計
画
な
の
か
、
募
財
額
に
つ
い
て
は
、
ユ

ネ
ス
コ
の
協
力
は
、
調
査
・
確
認
を
き
ち
ん
と

や
る
よ
う
に
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
次
期
大
会
に
つ
い
て
は
「
県
仏
の
組
織

化
を
強
化
せ
よ
、
全
一
で
慎
重
に
考
え
る
よ
う

に
、
可
能
な
方
法
で
努
力
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
提
示
が
あ
っ
た
。

　
【
出
席
者
】
川
田
聖
見
、
久
保
埜
太
清
（
豊

山
派
）
上
野
頼
栄
、
高
野
一
雄
（
智
山
派
）
山

本
勝
隆
（
西
山
深
草
派
）
渡
辺
直
（
大
谷
派
）

大
倉
律
現
（
念
法
）
柴
田
円
（
出
雲
路
派
）
本

山
完
海
（
御
室
派
）
岩
城
秀
雄
（
醍
醐
派
）
宮

ン
ビ
ニ
ー
の
復
興
に
協
力
し
、
こ
の
運
動
を
強

力
に
展
開
し
ょ
う
」

　
提
案
団
体
全
日
本
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
　
加
藤
、
安
本
、
馬
場
、
鎌
田

　
仏
教
の
心
の
ふ
る
さ
と
復
興
に
全
力
を
あ
げ

て
協
力
す
る
こ
と
で
採
択
。
内
容
に
つ
い
て
は

よ
り
調
査
、
研
究
を
す
る
こ
と
、
募
金
目
標
を

明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
の
要
望
が
だ
さ
れ
た
。

責
ヰ
部
会
で
は
、
仏
書
は
即
行
動
と
い
う
こ
と

で
部
会
で
も
募
金
が
行
な
わ
れ
七
万
円
が
そ
の

場
で
集
め
ら
れ
た
。

城
泰
年
（
本
山
修
験
）
風
間
静
静
（
日
蓮
）
四

宮
正
音
（
孝
道
教
団
）
山
口
諦
存
（
浄
土
）
杜

多
信
雄
（
天
台
）
秋
庭
稔
（
時
宗
）
土
持
良
栄

（
顕
本
法
華
）
1
順
不
同
敬
称
妻
帯

満
席
の
た
め
通
路
に
す
わ
る
参
会
者

〆

…
大
…
会
…
雑
…
記
…
帳
…

　
囹
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
募
金
　
各
部
共
通
提
案

さ
れ
た
同
復
興
協
力
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ル
入

口
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
パ
ネ
ル
が
掲
示
さ
れ
、
ま

た
募
金
箱
も
設
置
さ
れ
た
。
青
年
部
会
で
は
七

万
円
余
が
そ
の
場
で
集
め
ら
れ
、
ま
さ
に
燃
え

る
青
年
部
会
と
の
評
判
。
ま
た
柚
信
徒
部
会
で

も
か
な
り
集
ま
っ
た
と
の
報
告
で
あ
る
。

　
囹
迷
路
の
第
一
部
会
あ
い
に
く
壁
の
塗
装

工
事
で
第
一
部
会
の
大
会
議
室
へ
は
、
一
度
外

に
出
る
た
め
迷
子
続
出
。
地
元
役
員
も
道
案
内

に
汗
だ
く
で
あ
っ
た
。

　
躍
大
好
評
の
お
茶
の
接
待
　
大
ホ
ー
ル
前
で

お
嬢
さ
ん
達
の
接
待
ぶ
り
が
好
評
で
「
お
茶
が

う
ま
い
」
と
お
代
り
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
ま

た
実
に
よ
く
働
き
人
気
者
だ
っ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
』
蟹
興
の
浄
財
集
め
も
順
調
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茨
城
大
会
の
宣
言
決
議

平
和
と
福
祉
な
ど
八
項
目

　
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
五
日
、
茨
城
県
水
戸

市
に
お
い
て
、
全
日
本
仏
教
会
及
び
茨
城
県
仏

教
会
共
催
に
よ
る
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
茨
城
大
会
に
参
加
し
た
わ
れ
ら
仏
教
徒
は

混
迷
せ
る
世
界
に
あ
っ
て
仏
法
僧
の
三
宝
の
も

と
に
、
わ
れ
ら
の
地
位
と
責
務
を
自
覚
し
、
信

仰
・
信
念
・
信
頼
を
中
刻
と
し
て
「
大
法
輪
の

も
と
、
よ
り
大
き
く
、
よ
り
強
く
」
な
ら
ん
と

念
願
し
、
総
力
を
結
集
し
て
仏
陀
の
智
慧
と
慈

悲
の
精
神
を
顕
彰
し
、
全
人
類
の
平
和
と
福
祉

の
た
め
に
全
力
を
尽
す
こ
と
を
主
張
し
、
確
認

す
る
。

　
と
く
に
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
無
限
の
欲
望
の
充

足
を
追
求
す
る
い
か
な
る
集
団
的
、
個
人
的
エ

ゴ
イ
ズ
ム
と
も
闘
い
仏
教
で
説
く
少
欲
知
足
の

精
神
を
も
っ
て
自
然
と
の
調
和
を
は
か
り
、
全

人
類
が
共
存
共
栄
を
は
か
れ
る
よ
う
世
界
に
強

く
訴
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
わ
れ
ら
は
他
の
宗

教
、
そ
の
他
の
団
体
と
も
協
力
し
て
人
類
共
通

の
悲
願
で
あ
る
「
わ
れ
ら
の
ふ
る
さ
と
は
地
球

で
あ
り
、
わ
れ
ら
の
同
胞
は
、
人
類
全
体
で
あ

る
」
と
の
遠
大
な
理
想
と
共
通
意
識
の
培
養
に

つ
と
め
、
具
体
的
実
践
活
動
を
通
じ
て
日
々
精

進
努
力
す
べ
き
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
。

　
一
、
わ
れ
ら
は
仏
教
徒
と
し
て
世
界
の
平
和

と
福
祉
に
寄
与
す
る
指
針
と
方
策
を
内
外
に
明

示
し
、
全
一
仏
教
の
名
の
下
に
そ
の
具
体
的
実

践
活
動
を
推
進
し
よ
う
。

　
二
、
わ
れ
ら
は
全
世
界
の
仏
教
徒
と
提
携
し

て
、
困
窮
せ
る
人
び
と
に
救
済
の
手
を
さ
し
の

べ
よ
う
。

　
三
、
わ
れ
ら
は
国
内
仏
教
徒
の
組
織
強
化
を

は
か
り
、
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
自
己
の
研
鎭
と

布
教
教
化
に
あ
た
ろ
う
。

県
仏
代
表
者

会
議
ひ
ら
く

熱
心
に
意
見
交
換

　
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城
大
会

前
日
の
十
月
十
四
日
午
後
四
時
半
よ
り
、
水
戸

市
三
の
丸
ホ
テ
ル
に
、
十
四
都
府
県
仏
の
代
表

と
、
全
仏
事
務
局
、
茨
城
県
仏
役
員
が
参
集
し

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
た
。

　
会
議
は
大
阪
府
仏
・
西
口
公
教
会
長
の
三
帰

依
文
唱
和
の
あ
と
、
全
仏
・
鱒
淵
事
務
総
長
、

茨
城
県
仏
・
大
越
会
長
が
挨
拶
、
座
長
に
岐
阜

県
仏
・
大
石
好
文
会
長
を
選
出
し
て
議
事
に
入

り
、
熱
心
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

四
、
わ
れ
ら
は
内
外
の
仏
教
運
動
の
実
態
お

よ
び
可
能
性
を
把
握
し
、
協
力
し
て
仏
教
の
宣

揚
に
努
力
し
よ
う
。

　
五
、
わ
れ
ら
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
降
誕
地
ル
ン

ビ
ニ
の
復
興
を
助
け
よ
う
。

　
六
、
「
国
際
児
童
年
」
に
あ
た
り
、
次
代
を
担

う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努
力
し
よ
う
。

　
七
、
わ
れ
ら
仏
教
婦
人
は
総
力
を
結
集
し
て

よ
り
一
層
智
慧
と
慈
悲
の
精
神
を
浸
透
さ
せ
よ

う
。　
八
、
わ
れ
ら
仏
教
青
年
は
、
若
き
力
を
結
集

し
て
、
勇
気
と
自
信
を
も
っ
て
社
会
の
浄
化
に

遇
進
し
よ
う
。

　
右
宣
言
決
議
す
る
。

　
　
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
五
日

　
第
二
土
ハ
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
茨
城
大
会

　
一
、
各
県
仏
事
業
報
告

【
群
馬
】
対
社
会
的
・
政
治
的
運
動
を
目
標
に

寺
院
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
直
接
寺
院
と
関
係

の
あ
る
税
対
策
な
ど
を
指
導
。
仏
教
保
護
司
会

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

【
静
岡
】
会
報
の
発
行
や
県
下
戦
没
者
慰
霊
法

要
な
ど
。
地
域
仏
教
会
は
活
発
に
活
動
し
て
い

る
。
ま
た
隔
年
O
と
に
沖
縄
慰
霊
法
要
を
行
な

っ
て
い
る
。

【
大
阪
】
非
常
災
害
時
に
寺
院
を
開
放
す
る
運

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
委
員
会
で
研
究
中
。

九
月
に
は
創
立
三
十
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し

た
。
諸
行
事
は
市
日
な
ど
が
中
心
。

【
埼
玉
】
会
館
が
あ
る
た
め
事
業
な
ど
は
ス
ム

ー
ス
に
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
第
二
回
埼
玉
大

会
を
開
催
。
韓
国
と
姉
妹
仏
教
関
係
を
結
び
訪

韓
し
た
。
仏
教
婦
人
会
の
充
実
を
計
る
。

【
神
奈
川
】
事
業
は
寺
院
と
檀
信
徒
の
二
本
立

で
、
共
済
組
合
は
業
績
が
あ
が
っ
て
い
る
。
寺

上
婦
人
会
に
も
力
を
入
れ
、
成
道
会
な
ど
を
盛

ん
に
や
っ
て
い
る
。

【
京
都
】
ソ
連
仏
教
会
を
訪
問
す
る
な
ど
着
実

に
軌
道
に
の
っ
て
き
て
い
る
。
年
二
回
会
報
発

行
。
会
館
を
建
て
た
い
希
望
が
あ
る
。

【
東
京
】
諸
活
動
を
積
極
的
に
行
な
い
、
会
館

設
立
に
む
か
っ
て
検
討
、
命
を
大
切
に
す
る
運

動
も
推
進
し
て
い
る
。

【
岐
阜
】
お
経
を
習
お
う
運
動
、
老
人
交
通
安

全
運
動
、
輪
袈
裟
運
動
、
ス
テ
ッ
カ
ー
運
動
な

ど
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
。

【
他
県
】
青
森
、
香
川
、
岩
手
、
岡
山
、
茨
城

山
梨
等
は
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
が

今
年
度
は
特
に
報
告
す
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
く

会
報
の
配
布
、
税
講
習
な
ど
を
行
な
い
、
活
動

は
市
、
郡
仏
な
ど
が
行
な
っ
て
い
る
。

　
一
、
次
期
全
室
大
会
に
つ
い
て

　
ブ
ロ
ッ
ク
別
、
大
本
山
、
あ
る
い
は
中
央
、

地
方
の
隔
年
制
な
ど
諸
案
が
だ
さ
れ
た
が
、
次

期
大
会
に
つ
い
て
は
全
仏
に
て
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
一
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
に
つ
い
て

　
よ
り
一
層
の
調
査
、
研
究
を
し
、
勧
募
目
標

な
ど
は
き
ち
ん
と
決
め
る
よ
う
に
要
望
が
出
さ

れ
た
。

　
一
、
そ
の
他

　
各
県
仏
の
会
報
の
交
換
が
の
ぞ
ま
し
い
の
で

「
県
仏
会
報
を
各
仏
教
会
へ
送
付
す
る
」
こ
と

が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。

　
【
出
席
県
仏
】
岐
阜
、
岡
山
、
青
森
、
群
馬
、

静
岡
、
大
阪
、
岩
手
、
埼
玉
、
香
川
、
神
奈
川
、

京
都
、
東
京
、
山
梨
、
茨
城
。
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【
北
海
道
仏
教
連
盟
扱
】

四
百
五
十
万
円
　
北
海
道
仏
教
連
盟

十
七
万
円
　
千
恵
広
仏
教
会

二
万
円
　
　
了
諸
寺

一
万
円
　
　
本
願
寺
小
樽
別
院
、
敬
信
寺
内
仏

　
　
　
　
教
団

六
千
円
　
　
満
徳
寺
門
徒
総
代
一
同

五
千
円
　
　
大
願
寺
扱
、
法
導
寺
、
東
陽
寺
台

　
　
　
　
持
会
一
同

三
千
円
　
　
心
光
寺
檀
徒
総
代
一
同

二
千
円
　
　
日
照
寺
檀
徒
有
志
、
旭
川
仏
教
研

　
　
　
　
究
会

　
　
【
青
森
県
仏
教
誘
導
】

六
十
万
八
千
百
八
円
　
青
森
仏
教
会

三
十
二
万
円
　
下
北
仏
教
会

三
十
万
円
　
　
西
北
五
器
教
会
、
八
一
P
仏
教
会

　
　
　
　
弘
前
仏
教
会

二
十
万
円
　
　
上
北
仏
教
会
、
南
二
仏
教
会

十
五
万
円
　
　
三
戸
仏
教
会

【
岩
手
県
仏
教
会
連
盟
扱
】

百
五
万
円
　
　
岩
手
県
仏
教
連
盟

　
　
【
山
形
県
仏
教
工
芸
】

百
万
円
　
　
山
形
県
仏
教
会

三
千
円
　
　
滝
応
寺
、
澄
江
寺

　
　
【
福
島
県
仏
教
会
扱
】

一
万
円
　
　
雪
雲
寺
、
勝
行
寺
、
蒼
竜
寺

五
千
円
　
　
円
通
寺
、
光
現
寺
、
慶
徳
寺
、
正

　
　
　
　
西
寺
、
竜
興
寺

三
千
円
　
　
正
法
寺
、
常
称
寺
、
耕
林
寺
、
大

（上）

　
　
　
　
竜
寺
、
福
源
寺
、
陽
山
寺
、
普
光

　
　
　
　
寺
、
長
照
寺
、
西
隆
寺

二
千
円
　
　
長
岩
寺
、
大
高
寺
、
修
道
院
、
惣

　
　
　
　
善
寺
、
長
慶
寺
、
大
谷
派
原
町
別

　
　
　
　
院
、
松
山
寺
、
密
蔵
寺
、
泉
福
寺

　
　
　
　
徳
林
寺
、
延
命
寺
、
円
福
寺
、
芳

　
　
　
　
松
寺
、
西
翠
寺
、
西
福
寺
、
宝
鏡

　
　
　
　
寺
、
蓮
華
寺
、
二
心
院
、
石
黒
天

　
　
　
　
心
、
光
慶
寺
、
松
泉
寺
、
東
光
寺

　
　
　
　
蓮
乗
院
、
安
養
寺
、
海
蔵
寺
、
長

　
　
　
　
宗
寺
、
積
雲
寺
、
蔵
光
寺
、
大
宝

　
　
　
　
寺
、
光
円
寺
、
高
福
寺
、
田
楽
寺

　
　
　
　
阿
弥
陀
寺
、
法
性
寺
、
月
聖
寺
、

　
　
　
　
安
養
院
、
長
命
寺
、
歓
喜
寺
、
竜

　
　
　
　
春
寺
、
徳
善
院
、
大
島
浄
照
、
東

　
　
　
　
福
寺
、
本
行
寺
、
宝
光
寺

　
　
【
栃
木
県
仏
教
会
扱
】

五
十
万
円
　
日
光
山
輪
王
寺

三
十
万
円
　
　
〃
　
　
〃

　
　
　
　
　
（
但
し
地
方
大
会
へ
寄
金
）

三
十
万
円
　
大
田
山
光
真
寺

十
万
円
　
　
大
田
山
光
真
寺

　
　
　
　
　
（
但
し
地
方
大
会
へ
寄
金
）

三
十
万
円
　
宇
都
宮
市
四
鏡
寺
鱒
淵
正
浩

六
万
円
　
　
西
那
須
野
町
　
雲
照
寺
、
光
尊
寺

　
　
　
　
円
光
寺
、
宗
源
寺
、
那
須
田
、
妙

　
　
　
　
要
寺
、
慶
楽
院
、
長
延
寺

五
万
円
　
　
塩
原
町
妙
雲
寺

二
万
円
　
　
塩
原
町
黒
金
寺

二
万
一
千
円
　
塩
谷
町
観
音
寺

二
万
三
千
五
百
円
　
栃
木
市
勝
光
寺

六
千
円
　
　
鳥
山
町
一
乗
院
、
医
王
寺
、
観
音

　
　
　
　
寺
、
千
手
院
、
宝
鐸
寺
、
宝
輪
院

　
　
　
　
宝
蔵
寺
、
泉
渓
寺
、
天
性
寺
、
正

　
　
　
　
光
寺
、
臆
念
寺
、
慈
願
寺
、
妙
光

　
　
　
　
寺
、
大
平
寺
、
養
山
寺

四
千
円
　
　
長
久
寺

八
千
円
　
　
上
河
内
村
延
寿
寺
、
南
那
須
町
法

　
　
　
　
康
寺

六
千
円
　
　
松
原
寺
、
安
楽
寺
、
西
光
寺
、
真

　
　
　
　
福
寺
、
高
林
寺
、
東
泉
寺
も
法
性

　
　
　
　
寺
、
西
方
寺

三
千
円

六
千
円
一
万
円

六
千
円

七
千
円

六
千
円

六
千
円

二
万
六
千
七
百
九
十
三
円

一
千
円

六
千
円
一
万
円

六
千
円

六
万
円
一
万
二
百
十
五
円

七
千
円

六
千
円

三
千
円

普
門
寺
、
芳
朝
寺

足
利
市
華
厳
寺

上
三
川
町
長
泉
寺

黒
磯
市
会
三
寺
、
浄
泉
寺
、
高
徳

寺
、
高
林
寺
、
東
福
寺
、
永
教
寺

法
界
寺
、
薬
王
寺
、
金
乗
院
、
密

乗
院
、
法
真
寺

氏
家
町
薬
王
寺

氏
家
町
妙
福
寺
、
黒
磯
市
等
覚
院

芳
賀
町
崇
真
寺

　
　
　
　
　
芳
賀
町
来
迎
寺

芳
賀
町
妙
円
寺

〃
　
〃
常
票
田
、
足
利
市
医
王
寺

足
利
市
覚
本
寺
、
壬
生
町
安
昌
寺

塩
谷
町
大
乗
寺
、
延
性
寺

高
根
沢
撫
仏
教
会
十
ケ
寺
分

　
　
　
小
川
町
常
円
寺

光
照
寺
、
西
宝
寺
、
宝
蔵
院
、
長

腎宝性
院
、
小
山
市
宝
門
院

小
川
町
観
音
寺
、
遍
明
院

一
万
一
千
円

一
万
円

一
万
四
千
円

四
千
円

三
千
円
一
万
円

六
千
円

一
万
円

三
千
円

二
万
円

八
千
円

六
千
円

一
万
円

六
千
円

二
十
万
円

十
八
万
二
千
五
百
三
十
円

十
万
円

七
万
五
千
円

七
万
二
千
五
百
二
十
円

六
万
六
千
円

五
万
円

四
万
二
千
円

三
万
円

二
万
円

　　　　　　百栃正普寺浄光野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　鹿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺　　寺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺明清寺

照光馬

’筆

圧’
根洞
沢泉
仏院
教’
三遍

林 埴生五満清寺普今寺初高大

　観

　　　　　　　　　’院
　’木
　　仏
　　教
　法相
　’愛
　馬会　　寿光　寺中喰寺

　　　　　　　一6一



．
「
　
　
「

，
　
　
“

・
幽
、
㌔
，
『

㌃
、
7
↑

昭和54年11月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

一
万
五
千
円
祥
雲
寺

一
万
七
百
二
十
五
円
清
林
寺

一
万
百
円
　
正
法
寺

一
万
円
　
　
開
雲
寺
、
光
照
寺
、
善
願
寺
、
宝

　
　
　
　
蔵
寺
、
光
徳
寺
、
花
詞
院
、
延
命

　
　
　
　
院
、
報
恩
寺
、
台
陽
寺
、
読
者
寺

　
　
　
　
忌
門
寺
、
慈
光
寺
、
常
念
寺
、
大

　
　
　
　
運
寺
、
正
行
寺
、
法
華
寺
、
東
妙

　
　
　
　
寺
、
光
明
寺
、
大
谷
寺
、
西
光
寺

　
　
　
　
宝
町
寺
、
大
乗
寺
、
，
配
乗
院
、
光

　
　
　
　
性
寺
、
長
林
寺
、
光
明
寺
、
盛
証

　
　
　
　
寺
、
塚
田
宗
雄
、
護
法
寺
、
高
性

　
　
　
　
寺
、
法
善
寺
、
西
光
院
、
長
泉
寺

　
　
　
　
妙
徳
寺
、
成
就
院
、
薬
王
寺
、
成

　
．
　
　
　
二
院
、
養
二
院
、
海
潮
寺
、
光
尊

　
　
　
　
寺
、
長
延
寺
、
興
法
寺
、
天
翁
寺

九
千
円
　
　
金
蔵
院

七
千
円
　
　
妙
建
寺

六
千
円
　
　
明
静
寺
、
本
門
寺
、
泉
福
寺
、
浄

　
　
　
　
士
院
、
実
教
院
、
安
養
院
、
医
王

　
　
　
　
院
、
光
樹
院
、
日
増
院
、
宝
珠
院

　
　
　
　
徳
蔵
寺
、
浄
林
寺
、
最
勝
院
、
三

　
　
　
　
光
寺
、
揚
源
寺
、
延
命
寺
、
宝
珠

　
　
　
　
院
、
地
福
寺
、
光
明
寺
、
松
岩
寺

　
　
　
　
東
芝
寺
、
面
子
寺
、
明
星
院
、
龍

　
　
　
　
光
寺
、
養
泉
寺
、
慈
光
寺
、
髄
光

　
　
　
　
寺
、
東
漸
寺
、
専
念
寺
、
宝
光
寺

　
　
　
　
普
門
寺
、
天
王
寺
、
専
修
寺
、
泰

　
　
　
　
澄
寺
、
宗
光
寺
、
寿
松
寺
、
遍
照

　
　
　
　
寺
、
蓮
城
院
、
芳
諸
寺
、
全
水
寺

　
　
　
　
壬
生
寺
、
広
厳
寺
、
薬
王
寺
、
円

　
　
　
　
林
寺
、
無
量
寿
寺
、
般
若
寺
、
荘

　
　
　
　
厳
寺
、
瑞
光
寺

五
千
五
百
円
　
那
須
寺

五
千
円
　
　
安
養
寺

三
千
円
　
　
長
栄
寺
、
福
厳
寺
、
南
宝
寺
、
安

　
　
　
　
養
寺

二
千
二
百
十
円
　
普
門
寺

二
千
円
　
　
東
光
寺

千
円
　
　
　
慶
乗
院

　
　
【
茨
城
県
仏
教
会
扱
】

百
二
十
万
円
　
茨
城
県
仏
会
長
大
越
孝
仁

　
　
【
群
馬
県
仏
教
連
合
会
扱
】

二
百
万
円
　
群
馬
県
仏
教
連
合
会

二
千
円
　
　
南
光
院

三
千
円
　
　
前
島
院

　
　
【
埼
玉
県
仏
教
会
扱
】

三
百
五
十
万
円
　
埼
玉
県
仏
教
会

三
十
万
円
　
平
林
寺

十
万
円
　
　
慈
恩
寺
、
埼
仏
会
長
岩
崎
鳳
栄
、

　
　
　
　
真
行
寺

七
千
五
百
円
慈
恩
寺
募
金
箱

　
　
【
千
葉
県
仏
教
照
門
】

百
万
円
　
　
成
田
山
新
勝
寺

二
十
万
円
　
清
澄
寺

二
百
六
十
八
万
円
　
千
葉
県
仏
教
会

　
　
【
東
京
都
仏
教
連
合
会
扱
】

百
万
円
　
　
東
京
本
願
寺
、
本
願
寺
築
地
別
院

　
　
　
　
増
上
寺
、
池
上
本
門
寺
、
高
岩
寺

　
　
　
　
麻
布
照
海
、
来
馬
規
雄
、
道
場
寺

五
十
万
円
　
大
本
山
護
国
寺
、
東
京
大
仏
乗
蓮

　
　
　
　
寺
、
寛
永
寺
、
大
本
山
永
平
寺
別

　
　
　
　
院
、
常
徳
院
、
観
泉
寺
、
豊
山
東

　
　
　
　
京
一
号
十
ケ
寺
、
高
尾
山
薬
王
院

三
十
万
円
　
吉
祥
寺
、
万
福
寺
、
総
泉
寺
、
天

　
　
　
　
王
寺
、
深
大
寺
、
滝
泉
寺
、
総
持

　
　
　
　
寺

二
十
万
円
　
青
松
寺
、
長
泉
寺
、
白
泉
寺
、
円

　
　
　
　
融
寺
、
麻
布
山
善
福
寺
、
真
土
寺

　
　
　
　
墓
言
宗
智
山
派
東
部
教
区

十
五
万
円
　
満
願
寺

十
万
円
　
　
高
幡
山
金
剛
寺
　
田
端
東
覚
寺
、

　
　
　
　
田
無
総
持
寺
、
平
井
最
勝
寺
、
真

　
　
　
　
性
寺
、
長
命
寺
、
与
楽
寺
、
万
福

　
　
　
　
寺
、
竜
眼
寺
、
嶺
照
院
、
津
染
院

　
　
　
　
大
盛
寺
、
金
蔵
院
、
真
福
寺
、
持

　
　
　
　
宝
院
、
首
落
寺
、
府
中
蓮
宝
寺
、

　
　
　
　
高
安
寺
、
東
郷
寺

七
万
円
　
　
押
上
円
通
寺
、
東
光
院

五
万
円
　
　
金
蓮
院
、
西
福
寺
、
西
光
寺
、
善

　
　
　
　
養
寺
、
光
照
寺
、
円
墨
壷
、
吉
祥

　
　
　
　
　
院
、
金
剛
寺
、
炎
天
寺
、
正
蔵
院

　
　
　
　
　
正
王
寺
、
密
蔵
院
、
西
福
寺
、
円

　
　
　
　
乗
院
、
勝
国
寺
、
影
野
寺
、
置
土

　
　
　
　
　
院
、
愛
染
院
、
真
福
寺
、
大
悲
願

　
　
　
　
　
寺
、
国
分
寺
、
金
蔵
院
、
福
蔵
院

　
　
　
　
禅
定
院
、
梅
壷
院
、
世
尊
院
、
寿

　
　
　
　
福
寺
、
清
谷
寺
、
長
命
寺
、
東
漸

　
　
　
　
寺
、
正
観
寺
、
木
母
寺
、
南
平
院

　
　
　
　
延
命
寺
、
浄
光
寺
、
西
光
寺
、
成

　
　
　
　
就
寺
、
光
明
寺
、
正
法
院
、
善
養

　
　
　
　
寺
、
知
行
院
、
久
成
院
、
教
学
院

　
　
　
　
永
安
寺
、
弊
誌
院
、
寿
福
寺
、
観

　
　
　
　
音
寺
、
平
楽
院
、
昌
翁
寺
、
大
円

　
　
　
　
寺
、
泉
蔵
院
、
観
音
寺
、
真
盛
寺

　
　
　
　
常
行
寺
、
亀
戸
東
覚
寺
、
府
中
妙

　
　
　
　
学
院
、
普
賢
寺
、
大
長
寺
、
安
養

　
　
　
　
寺
、
西
蔵
院
、
信
行
寺
、
正
光
院

　
　
　
　
本
願
寺

三
万
円
　
　
了
解
寺
　
安
禅
寺
、
平
明
寺
、
安

　
　
　
　
養
寺
、
常
楽
寺

　
　
【
東
京
浅
草
地
区
寺
院
有
志
】
’

五
十
万
円
　
西
光
院

十
万
円
　
　
本
当
寺
、
報
恩
寺
、
本
行
寺
、
光

　
　
　
　
照
院

七
万
円
　
　
林
光
寺
、
西
光
寺

五
万
五
千
円
行
当
寺

五
万
円
　
　
真
行
院
、
大
乗
院
、
浄
念
寺
、
長

　
　
　
　
遠
寺
、
唯
下
寺
、
安
昌
寺
、
覚
音

　
　
　
　
寺
、
桃
林
寺
、
概
寺

三
万
円
　
　
金
竜
寺
、
威
光
院
、
善
照
寺
、
寿

　
　
　
　
松
院
、
延
命
院
、
弥
念
寺
、
誓
教

　
　
　
　
寺
、
光
明
寺
、
遍
照
寺
、
宗
恩
寺

二
万
五
千
円
　
長
応
院

二
万
一
千
円
　
妙
教
寺

一
万
五
千
円
仙
蔵
寺

一
万
円
　
　
長
寿
院
、
信
入
院
、
真
敬
寺
、
宗

　
　
　
　
　
円
寺
、
厳
念
寺
、
不
動
院
、
本
法

　
　
　
　
　
寺
、
法
林
寺
、
栄
蔵
寺
、
願
信
寺

　
　
　
　
　
吉
祥
院
、
願
寿
寺
、
龍
福
院
、
正

　
　
　
　
覚
寺
、
観
蔵
院
、
正
野
院
、
等
覚

　
　
　
　
寺
、
長
竜
寺
、
光
照
寺
、
明
順
寺
、

　
　
　
　
長
善
寺
、
専
念
寺
、
浄
正
寺
、
西

　
　
　
　
岸
寺
、
源
空
寺
、
浄
林
寺
、
真
覚

　
　
　
　
寺
、
法
善
寺
、
妙
清
寺
、
聞
成
寺
、

　
　
　
　
長
泉
寺
、
源
隆
寺
、
正
行
寺
養
蓮

　
　
　
　
寺
、
曹
源
寺
、
長
徳
院
、
妙
立
尋
、

　
　
　
　
善
龍
山
、
円
照
寺
、
通
覚
寺
、
運

　
　
　
　
行
寺
、
敬
意
寺
、
三
選
寺
長
敬
寺
、

　
　
　
　
等
光
寺
、
清
光
寺
、
徳
本
寺
、
願

　
　
　
　
龍
寺
、
専
勝
寺
、
善
照
寺
、
正
法

　
　
　
　
寺
、

五
千
円
　
　
金
蔵
寺
、
竜
宝
寺
、
善
慶
寺
、
了

　
　
　
　
源
寺
、
歓
名
寺
、
法
泉
寺
、
成
就

　
　
　
　
院
、
経
王
寺
、
華
斎
院
、
西
光
寺

　
　
　
　
竜
淵
寺
、
広
大
寺
、
東
国
寺
、
祝
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言
草
、
土
座
寺
、
皆
応
寺
、
聖
徳

　
　
　
寺
、
清
水
寺
、
本
覚
寺
、
比
感
院

　
　
　
長
円
寺
、
海
禅
寺
、
富
源
寺
、
霊

　
　
　
梅
寺
、
良
狭
院
、
天
獄
院
、
日
輪

　
　
　
寺
、
本
然
寺
、
寿
仙
院
、
大
行
院

　
　
　
九
品
寺
、
長
門
寺
、
勝
運
寺
、
蓮

　
　
　
窓
寺
、
長
昌
寺
、
潮
江
院
、
慶
養

　
　
　
寺
、
広
楽
寺
、
本
性
寺
、
念
仏
院

　
　
　
通
入
寺
、
出
山
寺
、
永
伝
寺
、
保

　
　
　
元
寺
、
食
置
院
、
福
寿
院
、
不
動

　
　
　
院
、
瑞
泉
院
、
道
林
寺
、
東
禅
寺

　
　
　
春
慶
院
、
広
徳
寺
、
宝
蔵
院
、
仰

　
　
　
願
寺
、
浄
雲
寺

【
真
宗
大
谷
派
寺
院
教
会
募
財
委
員
会
扱
】

　
　
　
東
京
都

八
十
万
円

十
万
円

五
万
円

三
万
円
一
万
円

五
千
円

十
万
円

五
万
円

法
善
寺

真
竜
寺

了
見
寺

願
正
寺
、
本
昌
寺

積
徳
寺
、
真
英
寺
、
崇
福
寺
、
専

行
寺
、
長
厳
寺
、
竜
善
寺
、
宗
泉

寺
、
法
音
寺
、
滋
養
寺
、
宗
念
寺

聞
明
寺
、
義
甲
寺
、
光
円
寺
、
還

来
寺
、
満
願
寺
、
信
光
寺
、
乗
満

寺
、
雄
編
寺
、
大
聖
寺
、
光
明
寺

常
福
寺
、
大
昔
寺
、
真
教
寺
、
専

西
寺
、
宗
善
寺
、
教
証
寺
、
忠
綱

寺
、
儲
蓄
寺
、
教
元
寺
、
念
連
寺

新
福
寺
、
善
仁
寺
、
本
法
寺
、
興

安
寺
、
福
成
寺
、
常
瑞
寺

道
教
寺

他
府
県
一
心
寺
、
高
萩
寺
、
高
徳
寺

美
濃
部
学
園

二
万
円
一
万
円

五
千
円論髭

男
念
寺

専
光
寺
、
髭
勝
寺
、
宝
蔵
寺
、
勧

帰
寺
、
西
念
寺
、
光
円
寺
、
光
円

寺
、
妙
行
寺
、
西
蓮
寺
、
円
常
寺

覚
正
寺
、
伝
用
寺
、
広
照
寺
、
阿

弥
陀
寺
、
善
法
寺
、
光
林
寺
、
得

願
寺
、
四
恩
寺
、
照
光
寺
、
明
円

寺
、
真
教
寺
、

法
雨
寺
、
五
常
寺
、
善
教
寺
、
光

明
寺
、

歯
群
寺

常
骨
接
、
画
幅
寺
、

長
楽
寺
、
誓
玄
寺
、
善
昭
寺
、
海

念
寺
、
妙
鏡
寺
、
成
証
寺
、
正
覚

寺
、
超
願
寺
、
願
成
寺
、
仏
性
寺

教
証
寺
、
誓
笠
寺
、
専
信
寺
、
常

行
寺
、
本
立
寺
、
善
教
寺
、
浄
福

寺
、
光
明
寺
、
精
強
寺
、
林
成
寺

光
琳
寺

【
築
地
本
願
寺
】

五
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
円

芝
原
郷
音
、
金
子
為
雄
、
杉
田
光

治
、
宮
本
貞
雄

竜
山
哲
成
、
石
川
雄
治

藤
本
宝
珠
、
細
川
甲
山
、
大
塚
行

英
、
福
強
面
、
長
崎
義
雄
、
進
士

正
男
、
竪
子
芳
夫

篁
薫
海
、
山
本
清
淳
、
楢
葉
郁
之

助
、
北
村
都
美
、
楢
葉
道
男
、
佐

久
間
武
、
佐
久
間
登
、
谷
田
部
宗

一
、
本
川
町
、
国
府
田
馨
、
宮
崎

直
江
、
守
川
自
治
、
秋
元
登
喜
井

佐
藤
八
重
、
金
子
厳
、
ハ
ン
ト
・

ト
ク
、
中
江
な
み
、
中
江
と
み
子

広
橋
エ
イ
、
竹
口
兼
治
、
山
村
滝

　
　
　
　
男
、
久
保
喜
太
郎
、
茂
岡
和
男
、

　
　
　
　
広
井
正
保
、
日
野
教
正
、
樋
口
円

　
　
　
　
乗
、
中
本
松
次
郎
、
今
村
要
、
石

　
　
　
　
丸
忠
治
、
太
田
定
、
大
下
善
寿
、

　
　
　
　
谷
村
新
太
郎
、
北
川
博
資
、
花
井

　
　
　
　
栄
蔵
、
中
村
末
雄
、
五
井
虚
至
口
、

　
　
　
　
反
保
寿
彦
、
成
田
了
恵
、
桑
島
政

　
　
　
　
昇
、
土
屋
要
、
花
房
信
重
、
倉
沢

　
　
　
　
豊
丸
、
井
上
幸
成
、
森
信
、
K
・

　
　
　
　
K
モ
リ
ビ
ュ
ー
、
皆
川
一
郎
、
中

　
　
　
　
沢
次
郎
吉
、
川
辺
秀
、
杉
浦
沢
司

　
　
　
　
奥
沢
竜
助
、
南
川
晃
昭
、
石
部
八

　
　
　
　
重

二
万
円
　
　
山
本
嘉
平
次

三
万
円
　
　
真
柄
信
雄
、
福
島
正
次

五
万
円
　
　
法
華
宗
陣
門
流
宗
務
院

　
　
【
神
奈
川
県
仏
教
会
扱
】

百
万
円
　
　
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
、
川
崎
大

　
　
　
　
師
平
間
寺

五
十
万
円
　
鎌
倉
高
徳
院

三
十
万
円
　
南
足
柄
市
最
乗
寺
、
藤
沢
市
遊
行

　
　
　
　
寺
、
鎌
倉
市
円
覚
寺
、
光
明
寺

二
十
万
円
　
鎌
倉
市
本
覚
寺
、
川
東
仏
教
会

二
十
二
万
円
　
横
浜
市
宝
生
寺

十
万
円
　
　
横
浜
市
新
善
光
寺
、
東
光
禅
寺
、

　
　
　
　
金
蔵
寺
、
蓮
勝
寺
、
久
成
寺
、
西

　
　
　
　
有
償
、
秦
野
市
太
書
院
、
足
柄
上

　
　
　
　
郡
延
命
寺
、
横
須
賀
中
央
仏
教
会

　
　
　
　
横
浜
市
金
沢
区
仏
教
会
、
平
塚
市

　
　
　
　
晴
雲
寺
、
鎌
倉
市
妙
本
寺
、
三
浦

　
　
　
　
聖
血
円
寺

五
十
二
万
一
千
円
　
小
田
原
市
仏
教
会

二
十
五
万
円
　
足
柄
上
郡
仏
教
会

二
十
二
万
円
　
横
浜
市
西
区
仏
教
会

　　　　　　　　　　　　　　　－8一
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九
千
八
百
七
円

九
千
六
百
六
十
円

九
千
円

八
千
円

七
千
九
百
九
十
円

七
千
二
百
三
十
五
円

六
千
七
百
八
十
円

六
千
三
百
円

＿L嫡　」一　＿二一

ノ　ノ　ノ　

醜重
±享

川円六
二　円

寺
、
長
楽
寺
、
軍
士
寺
、
蓮
光
寺
、

豊
川
寺
、
妙
安
寺
、
教
善
寺
、
要

法
寺
、
薬
師
院
、
阿
弥
陀
寺
、
善

徳
寺
、
妙
行
寺
、
慈
眼
寺
、
円
降

寺
、
大
念
寺

　
　
横
浜
市
金
栄
教
会

　
　
藤
沢
市
本
蓮
寺

横
浜
市
長
天
寺
、
最
勝
寺

横
浜
市
普
門
院
、
宝
林
寺
、
木
立

寺
、
東
光
寺
、
西
教
寺
、
徳
善
寺
、

照
隆
寺
、
光
勝
寺
、
浄
光
寺
、
瑞

延
寺
、
大
光
寺
、
蓮
花
院
、
大
光

院
、
妙
音
寺

　
　
横
浜
市
宝
蔵
寺

　
　
　
横
浜
市
西
福
寺

　
　
川
崎
市
重
蓮
寺

　
横
浜
市
真
光
寺
、
定
光
寺
、
乗

蓮
寺
、
西
光
院

　
　
横
浜
市
竜
泉
寺

　
　
横
浜
市
宗
川
寺

川
崎
市
静
翁
寺
、
妙
光
寺
、
円
真

寺
、
正
教
寺
、
法
安
寺
、
称
名
寺

観
音
寺
、
長
弘
寺
、
了
源
寺
、
浄

蓮
寺
、
正
蔵
寺
、
寿
福
寺
、
無
量

寺
、
寿
永
寺
、
千
蔵
寺
、
法
栄
寺
、

明
長
寺
、
円
能
院
、
観
音
寺
、
宝

円
寺
、
遍
照
寺
、
医
王
寺
、
徳
泉

寺
、
大
徳
寺
、
竜
安
寺
、
一
行
寺
、

幸
福
寺
、
久
遠
寺
、
観
山
院
、
真

福
寺
、
妙
遠
寺
、
光
徳
寺
、
宗
三

寺
、
清
謹
寺
、
延
命
寺
、
東
明
寺
、

正
楽
寺
、
無
量
寺
、
西
福
寺
、
法

田
寺
、
西
明
寺
、
大
楽
寺
、
東
福

寺
、
三
楽
寺
、
宝
蔵
寺
、
安
養
寺
、

　
　
　
　
長
福
寺
、
東
樹
院
、
大
楽
院
、
泉

　
　
　
　
禅
寺
、
善
教
寺
、
正
受
院
、
高
元

　
　
　
　
寺
、
黄
海
寺
、
安
楽
寺
、
全
竜
寺
、

　
　
　
　
大
乗
院
、
又
手
鞠
、
光
明
院
、
多

　
　
　
　
摩
区
不
動
院
、
法
生
寺
、
妙
延
寺
、

　
　
　
　
養
福
寺
、
観
音
寺
、
新
明
国
主
教

　
　
　
　
会
、
西
翠
寺
、
観
音
寺
、
竜
安
寺
、

　
　
　
　
長
念
寺
、
善
立
寺
、
常
照
寺
、
安

　
　
　
　
立
寺
、
旱
害
寺
、
香
林
寺
、
潮
音

　
　
　
　
寺
、
玉
禅
寺
、
浄
慶
寺
、
常
念
寺
、

　
　
　
　
善
正
寺
、
常
安
寺
、
修
広
寺
、
林

　
　
　
　
清
陰
、
西
光
寺
、
東
光
院
、
東
林

　
　
　
　
寺
、
高
津
区
捕
獲
寺
、
光
明
寺
、

　
　
　
　
能
満
寺

五
千
五
百
円
　
横
浜
市
万
福
寺
、
吉
祥
寺

五
千
円
　
　
川
崎
市
常
照
寺
、
横
浜
市
慈
眼
寺
、

　
　
　
　
南
足
柄
市
金
剛
寺
、
砂
越
喜
美
、

　
　
　
　
多
摩
区
法
泉
寺
、
福
昌
寺
、
長
松

　
　
　
　
寺
、
玉
林
寺
、
相
模
原
市
本
弘
寺
、

　
　
　
　
一
進
寺
、
向
得
道
、
無
量
光
寺
、

　
　
　
　
南
光
寺
、
清
岩
寺
、
常
呂
寺
、
梅

　
　
　
　
宗
寺
、
長
徳
寺
、
宝
光
寺
、
天
応

　
　
　
　
院
、
清
水
寺
、
青
柳
寺
、
幸
延
寺
、

　
　
　
　
法
性
寺
、
顕
正
寺
、
華
蔵
回
、
安

　
　
　
　
楽
寺
、
金
泉
寺
、
蓮
乗
院
、
香
福

　
　
　
　
寺
、
宗
毒
草
、
泉
童
守
、
能
徳
寺
、

　
　
　
　
勝
源
寺
、
竜
像
寺
、
瑞
光
寺
、
正

　
　
　
　
泉
寺
、
長
松
寺
、
横
浜
市
自
然
寺
、

　
　
　
　
宣
正
寺
、
薬
王
寺
、
興
禅
寺
、
千

　
　
　
　
手
院
、
西
福
寺
、
福
徳
院
、
善
光

　
　
　
　
寺
、
西
光
寺
、
日
行
寺
、
東
福
寺
、

　
　
　
　
本
正
院
、
寿
量
寺
、
林
香
寺
、
東

　
　
　
　
漸
寺
、
竜
駕
院
、
随
緑
寺
き
妙
法

　
　
　
　
寺
、
立
正
長
光
教
会
、
大
聖
院
、

　
　
　
　
真
照
寺
、
金
蔵
院
、
金
剛
院
、
密

　
　
　
　
蔵
院
、
宝
積
寺
、
海
照
寺
、
阿
弥

　
　
　
　
陀
寺
、
護
念
寺
、
願
行
寺
、
金
台

　
　
　
　
寺
、
全
勝
寺
、
篁
修
寺
、
七
面
教

　
　
　
　
会
、
足
柄
下
郡
興
禅
院

四
千
八
百
円
　
茅
ケ
崎
市
来
迎
寺
、
浄
見
寺
、

　
　
　
　
西
陣
寺
、
西
光
寺
、
浄
林
寺
、
梅

　
　
　
　
雲
寺

四
千
六
百
円
　
横
浜
市
自
性
院
、
東
樹
院
、
普

　
　
　
　
門
院

四
千
二
百
円
　
高
津
区
長
薯
寺

三
千
四
百
円
　
鎌
倉
市
多
聞
院

三
千
円
　
　
三
浦
市
合
田
延
、
青
木
よ
し
、
荒

　
　
　
　
木
し
げ
、
下
里
は
つ
、
山
田
さ
き

　
　
　
　
川
崎
市
円
光
寺
、
弁
天
教
会
、
高

　
　
　
　
津
区
泉
福
寺
、
妙
法
寺
、
明
鏡
寺
、

　
　
　
　
竜
台
寺
、
横
浜
市
回
向
院
、
妙
桜

　
　
　
　
教
会
、
妙
桑
教
会
、
法
乗
教
会
、

　
　
　
　
大
法
教
会
、
厚
木
市
長
沢
吉
雄
、

　
　
　
　
長
沢
要

三
千
六
百
円
　
高
津
区
明
王
院
、
浄
元
寺

二
千
四
百
円
　
高
津
区
西
福
寺
、
影
向
寺
、
西

　
　
　
　
蔵
寺
、
正
福
寺
、
蓮
花
寺
、
蓮
乗

　
　
　
　
院

二
千
二
百
二
十
九
円
　
高
津
区
延
命
寺
、
長
安

　
　
　
　
寺
、
東
泉
寺
、
等
覚
院
、
妙
楽
寺
、

　
　
　
　
秋
月
院

二
千
円
　
　
横
浜
金
栄
教
会
白
井
幸
、
相
模
原

　
　
　
　
市
章
竜
寺
小
方
兼
松
、
厚
木
市
小

　
　
　
　
坂
友
子

一
千
円
　
　
横
浜
金
栄
教
会
藤
井
鉄
之
助
、
相

　
　
　
　
川
清
、
永
島
正
次
郎
、
松
野
義
一
、

　
　
　
　
相
模
原
泉
竜
寺
藤
田
富
男
、
藤
沢

　
　
　
　
市
本
蓮
寺
長
沢
ヤ
ス
、
飯
森
建
造
、

ooo《＝⊃00000000⊂ニ》oo（ニ＝♪oooooooo《＝⊃ooouりooo
千
八
百
円

千
二
百
円

六
百
円

五
百
円

上
条
達
夫
、
鎌
倉
市
本
覚
寺
高
橋

清
吉
、
三
浦
郡
光
徳
寺
、
新
善
光

寺
、
福
厳
寺
、
西
光
寺
、
実
教
寺
、

仙
光
院
、
清
浄
寺
、
本
立
寺
、
玉

蔵
院
、
相
福
寺

高
津
区
大
蓮
寺
、
増
福
寺
、
養
福

寺高
津
区
専
念
寺
、
常
専
寺
、
円
融

寺高
津
区
福
王
寺
、
慈
照
寺
、
薬
師

院
、
安
養
院
、
正
理
寺

高
座
郡
長
竜
寺
、
興
福
寺
、
済
運

寺
、
蓮
光
寺
、
長
泉
寺
、
竜
洞
院
、

報
恩
寺

「
一
，
ー
ー
，
一
」

具用院寺

浅草通り五鳳会加盟店

商店漱鍬宍田
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電　話　代表　（841）4965
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▼

開
く

“
エ
ネ
ル
ギ
ー
”
テ
ー
マ
に

　
全
日
本
仏
教
会
（
全
仏
）
と
国
際
仏
教
交
流
　
　
二
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
」
は
、
九
月
二
十
九

セ
ン
タ
ー
（
I
B
E
C
）
共
催
に
よ
る
「
第
十
　
　
日
年
前
十
時
よ
り
、
東
京
．
芝
の
東
京
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
（
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
）
を
会

場
に
、
科
学
者
、
仏
教
学
者
な
ど
二

十
三
名
、
全
仏
、
I
B
E
C
よ
り
二

△
璽
杯
の
参
会
者
（
上
）
塞
調
…

講
演
の
山
田
恭
彦
先
生
（
中
）
、
　
　
　
…

加
藤
純
章
先
生
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
…

十
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
十
一
名
、
後
援
の
読
売

新
聞
社
な
ど
報
道
関
係
三
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
、
現
在
も
っ
と
も
関
心
の
強
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
つ
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
回
か
」

を
仏
教
の
立
場
か
ら
熱
心
に
討
議
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
昭
和
三
十
七

年
の
「
仏
教
東
漸
七
十
年
記
念
」
に
設
立
さ
れ

た
も
の
で
、
特
に
昭
和
四
十
三
年
か
ら
の
「
ア

ジ
ア
開
発
と
仏
教
」
や
「
生
命
科
学
と
仏
教
」

婦照男’・y卿

鴇緬紬

轟1
醸慧

な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
活
発
な
討
議
を
重

ね
て
き
た
。
今
回
は
第
十
二
回
目
を
迎
え
、
今

日
的
な
問
題
と
し
て
テ
ー
マ
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
何
が
1
仏
教
に
お
け
る
極
微
の
思
想
一
」

と
さ
だ
め
、
物
理
学
者
の
山
内
恭
彦
先
生
と
仏

教
学
者
の
加
藤
純
章
先
生
の
基
調
講
演
を
も
と

に
建
設
的
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　
午
前
十
時
よ
り
全
仏
・
磯
山
文
化
部
長
の
司

会
で
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
全
仏
・
安
本
又
化

局
長
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、
松
村
寿
顕
全

仏
常
務
理
事
（
日
蓮
宗
々
務
総
長
）
、
岡
野
正
貫

I
B
E
C
理
事
長
（
孝
道
教
団
統
理
）
、
西
義
雄

日
本
仏
教
文
化
会
議
副
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
、
こ
の
あ
と
司
会
を
運
営
委
員
の
真
渓
義
貫

氏
（
東
洋
大
理
事
長
）
に
う
つ
し
て
会
議
に
入

っ
た
。

　
基
調
講
演
は
ま
ず
山
内
恭
彦
東
大
名
誉
教
授

が
「
極
微
の
世
界
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
題
し
、

量
子
力
学
の
立
場
が
ら
、
極
微
の
世
界
の
構
造

と
そ
れ
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
加
え
、
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
1

と
は
潜
在
的
能
力
で
あ
っ
て
、
絶
対
の
真
理
と

い
う
も
の
は
解
明
す
る
の
は
疑
わ
し
い
と
提

示
。　
次
に
加
藤
純
章
二
松
学
舎
大
助
教
授
が
「
小

乗
仏
教
の
極
微
説
」
と
題
し
、
小
乗
極
微
説
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
連
ず
け
は
む
ず
か
し
い
と

述
べ
た
あ
と
、
倶
舎
論
の
極
微
説
を
紹
介
し
、

仏
に
向
か
う
菩
薩
の
意
欲
、
そ
れ
と
人
間
を
業

に
か
り
た
て
る
煩
悩
、
こ
れ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
え
る
か
も
知
れ
な
い
と
解
説
し
た
。

　
昼
食
を
ほ
さ
ん
で
午
後
一
時
半
か
ら
、
両
氏

の
基
調
講
演
を
も
と
に
討
議
に
入
っ
た
が
、
問

題
が
広
く
、
具
体
的
、
論
理
的
な
視
点
か
ら
科

一10一
O
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学
と
仏
教
の
役
割
な
ど
広
範
囲
な
議
論
が
展
開

さ
れ
、
最
後
に
西
副
議
長
が
結
ん
で
討
議
を
終

え
た
。

　
な
お
宮
本
正
尊
議
長
は
身
体
の
調
子
が
お
も

わ
し
く
な
く
欠
席
さ
れ
た
。

　
　
出
席
者
（
順
不
敬
略
）

　
東
大
名
誉
教
授
・
山
内
恭
彦
、
二
松
学
舎
大

助
教
授
・
加
藤
純
章
、
竜
骨
大
教
授
・
山
崎
昭

見
、
福
井
県
立
短
大
・
橋
本
芳
契
、
武
蔵
野
女

子
大
学
長
・
雲
藤
義
道
、
日
大
教
授
・
玉
城
康

四
郎
、
武
蔵
野
女
子
大
教
授
・
花
山
勝
友
、
愛

知
学
院
大
教
授
・
前
田
恵
学
、
竜
谷
大
教
授
．

森
竜
吉
、
相
模
工
大
教
授
・
佐
伯
真
光
、
大
谷

大
教
授
・
坂
東
性
純
、
大
正
大
教
授
・
竹
中
信

常
、
東
大
名
誉
教
授
・
武
藤
義
一
、
大
正
大
助

教
授
・
佐
藤
良
純
、
I
B
E
C
理
事
長
・
岡
野

正
貫
、
同
理
事
・
岡
野
白
子
、
全
中
文
化
専
門

委
員
・
若
林
隆
光
、
同
・
中
根
専
心
、
本
願
寺

情
報
部
・
北
村
章
道
、
文
化
会
議
副
議
長
・
西

義
雄
、
運
営
委
員
・
雲
井
昭
善
、
同
・
真
渓
義

貫
、
同
・
摩
尼
清
之

科
学
者
と
宗
教
者
の
対
話
…
雪
嵐

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
閤
題
を
め
ぐ
っ
て
、
科
学
者
と

仏
教
、
宗
教
学
者
の
対
話
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
・
．
．
一
同
そ
ろ
っ
て
記
念
撮
影
…
◇

が
、
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
。
全
日
本
仏
教
会
、

国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
、
読
売
新
聞
社

後
援
に
よ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
な
に
か
」
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
理
か
ら
出

発
し
て
、
科
学
と
宗
教
の
守
備
範
囲
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
へ
の
宗
教
者
の
対
応
に
ま
で
及
び
、

広
が
り
の
あ
る
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

　
基
調
講
演
に
立
っ
た
物
理
学
者
の
山
内
恭
彦

東
大
名
誉
教
授
は
、
量
子
力
学
の
立
場
か
ら
、

自
然
界
の
中
に
あ
る
物
質
の
本
質
と
構
造
を
明

ら
か
に
し
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
仕
事
を
つ
く

り
出
す
潜
在
能
力
で
あ
り
、
働
き
を
象
徴
す
る

も
の
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
不

生
不
滅
の
も
の
で
、
仏
教
の
業
に
近
い
よ
う
に

思
う
」
と
指
摘
し
た
。
一
方
、
仏
教
学
者
の
加

藤
純
章
二
号
学
舎
大
助
教
授
は
、
小
乗
仏
教
に

お
け
る
「
極
微
の
思
想
」
を
紹
介
し
、
「
極
微
は

微
粒
子
で
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
担
っ
て
い

な
い
。
仏
教
に
素
粒
子
論
が
あ
る
と
い
う
の
は

あ
ま
り
に
素
朴
な
考
え
だ
。
仏
教
で
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
は
、
人
間
の
業
に
か
り
た
て
、
苦
に

導
く
煩
悩
で
あ
り
、
煩
悩
を
転
換
し
て
仏
に
向

う
菩
薩
行
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
。
「
仏
教
と
科

学
と
は
一
致
す
る
」
と
い
う
主
題
を
批
判
し
た

点
で
、
両
者
は
共
通
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
山
内
氏
は
「
宗
教
と
科
学
で
は
守
備

範
囲
が
違
う
。
宗
教
の
役
割
は
個
々
の
人
間
に

対
す
る
救
済
で
は
な
い
か
」
と
発
題
し
た
た
め

仏
教
学
者
は
「
現
代
の
宗
教
は
科
学
的
知
見
を

包
摂
し
つ
つ
、
単
に
個
人
の
悩
み
を
解
決
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
反
発
し
た
。
ま
た
坂
東
性

純
大
谷
大
教
授
は
「
人
類
の
平
和
の
た
め
の
条

件
と
は
何
か
を
考
え
る
の
が
科
学
者
で
、
仏
教

が
果
た
す
役
割
は
、
条
件
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
破
壊
的
な
も
の
を
建
設
的
に
転
換
さ
せ
る

た
め
、
そ
れ
を
扱
う
人
の
方
向
づ
け
を
す
る
こ

と
だ
」
と
人
間
論
に
立
っ
て
発
言
し
た
。
嚢

　
現
実
的
な
問
題
に
ふ
れ
て
山
内
氏
は
「
今
日

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
経
済
成
長
と
関
係
し
て

い
る
。
経
済
成
長
何
許
．
と
い
う
の
は
、
バ
ク
テ

リ
ア
の
繁
殖
と
同
じ
よ
う
な
も
の
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
巨
大
化
が
悪
の
根
源
だ
」
と
述
べ
た
。
こ

れ
を
う
け
て
、
雲
井
昭
善
大
谷
大
教
授
が
「
世

界
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
（
W
C
C
）
は
、
現
代

の
科
学
・
技
術
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
者
は
何
を

な
す
べ
き
か
を
問
い
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
に
働
き

か
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
運
動
が
仏
教
に
は
な

い
」
と
指
摘
し
、
森
竜
吉
竜
谷
大
教
授
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
も
う
少
し
深
め
る
た
め
に
は

視
野
を
広
げ
、
社
会
科
学
者
の
参
加
が
不
可
欠

だ
。
科
学
・
技
術
が
た
と
え
中
立
の
立
場
で
あ

る
と
し
て
も
、
今
日
で
は
国
家
や
政
治
、
経
済

の
影
響
を
受
け
ず
に
お
ら
れ
な
い
」
と
注
文
を

つ
げ
た
。
（
読
売
新
聞
十
月
四
日
夕
刊
）

幻
の
ベ
ン
ガ
ル
僧

ア
テ
ィ
シ
ャ
の
遺
骨

中
国
か
ら
故
国
へ

　　　　　●　●　●　■　　　　．　・●　■　　　●　●　●　o　●　■　o　●o　o．　●o

十
一
世
紀
の
偉
大
な
ベ
ン
ガ
ル
僧
ア
テ
ィ
シ

ャ
・
デ
ィ
パ
ン
カ
ル
の
遺
骨
の
一
部
が
、
先
頃

中
国
政
府
の
好
意
に
よ
り
故
国
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ダ
ッ
カ
の
ダ
ン
マ
ラ
ー
ジ
カ
寺
院
か
ら
全
日

本
仏
教
会
に
入
っ
た
知
ら
せ
に
よ
る
と
、
遺
骨

は
中
国
政
府
に
よ
り
丁
重
に
保
存
さ
れ
て
き
た

が
、
同
寺
院
と
同
国
大
統
領
の
努
力
に
よ
り
、

ア
テ
ィ
シ
ャ
の
故
国
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
に
そ

の
一
部
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
・

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
仏
教
会
で
は
遺
骨
の
帰

国
を
期
し
て
、
ダ
ン
マ
ラ
ー
ジ
カ
寺
院
内
に
ア

テ
ィ
シ
ャ
記
念
堂
を
建
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
ア
テ
ィ
シ
ャ
は
、
東
イ
ン
ド
（
ベ
ン
ガ
ル
）

の
サ
ボ
ル
国
の
王
子
と
し
て
生
ま
れ
、
王
位
を

継
が
ず
に
仏
門
に
入
り
、
密
教
全
盛
の
中
で
イ

ン
ド
国
内
を
巡
歴
し
、
顕
密
両
教
の
奥
義
を
き

わ
め
学
僧
と
し
て
の
名
声
を
確
立
、
当
時
、
チ

ベ
ッ
ト
周
辺
の
国
王
が
コ
ル
レ
マ
ラ
教
の
邪
道

化
を
正
す
た
め
の
指
導
者
を
イ
ン
ド
学
僧
に
求

む
べ
く
全
王
族
あ
げ
て
努
力
し
た
結
果
、
ウ
デ

王
代
の
一
〇
四
二
年
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
招
聰
が

実
現
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
は
顕
密
二
教
の
根
本
と
し

て
「
菩
提
懸
盤
論
」
な
る
革
新
的
要
諦
を
提
唱

こ
れ
を
カ
ダ
ム
パ
宗
の
基
礎
と
し
た
。

彼
が
チ
ベ
ッ
ト
で
客
死
す
る
ま
で
の
十
三
年

一11一
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間
に
お
よ
ぶ
顕
教
は
、
あ
た
か
も
釈
迦
の
直
説

を
聞
く
の
感
、
と
い
う
ほ
ど
見
事
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
。
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
確
立
す

る
に
最
も
力
の
あ
っ
た
一
人
と
、
今
日
な
お
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
史
上
に
そ
の
高
名
を
と
ど
め
て
い

る
。
（
国
際
部
）

第
二
回
埼
玉
県
仏
教

徒
大
会
ひ
ら
か
れ
る

　
埼
玉
県
仏
教
会
の
主
催
す
る
、
第
二
回
埼
玉

県
仏
教
徒
会
議
は
、
十
月
三
日
午
前
十
時
よ
り

熊
谷
市
の
報
恩
寺
を
会
場
に
「
熊
谷
大
会
」
と

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
は
昨
年
の
W
F
B
地
方
大
会
の
際

に
第
一
回
大
会
を
併
用
し
て
行
な
い
、
本
年
が

第
二
回
目
の
大
会
と
な
る
も
の
で
、
「
仏
教
を

現
代
に
生
か
そ
う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
岩
崎

鳳
栄
会
長
挨
拶
の
あ
と
、
平
和
祈
願
法
要
が
営

な
ま
れ
た
。
つ
づ
い
て
東
洋
大
教
授
金
岡
秀
友

先
生
が
「
仏
教
徒
は
今
な
に
を
な
す
べ
き
か
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
な
っ
た
。
次
に
意
見

発
表
と
し
て
僧
侶
、
檀
徒
、
仏
婦
、
仏
青
の
代

表
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
、
宣
言
決
議
文
を
採
択
し

て
終
了
し
た
。

カ
ッ
パ
の
皿
に
水
を

　
　
　
　
　
埼
玉
仏
青
が
説
法
会
を
開
設

1
貴
方
の
お
皿
は
か
わ
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

と
の
呼
び
か
け
で
、
埼
玉
県
仏
教
青
年
会
（
鈴

木
永
城
会
長
）
で
は
精
神
修
養
を
目
的
と
し
た

「
め
い
そ
う
の
会
」
を
開
設
す
る
。
す
で
に
第

一
回
は
十
月
五
日
に
開
か
れ
た
が
、
毎
月
第
一

金
曜
日
に
行
な
わ
れ
る
。
内
容
は
め
い
そ
う
、

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
十
一
月
号
　
　
第
二
五
三
号

法
話
、
懇
談
と
い
う
こ
と
で
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
語
り
合
う
も
の
で
若
い
人
の
参
加
を
特
に

の
ぞ
ん
で
い
る
。
会
場
は
浦
和
市
の
埼
仏
会
館

で
定
員
三
十
名
。

事
務
総
局
録
事
（
＋
月
）

三
日

　
四
日

　
九
日

十
一
日

十
二
日

十
四
日

十
五
日

十
九
日

　
二
十
日

二
十
二
日

二
十
六
日

鷺
…
…
…
－
お

…
　
昭
和
五
十
五
年
度
版
「
全
国
手
帳
」
は
…

…
す
で
に
売
り
つ
く
し
琶
た
の
で
申
し
…

…
込
み
は
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
季
・
。
…

埼
玉
県
仏
教
徒
大
会
出
席

茨
城
大
会
議
案
審
査
委
員
会

宣
言
決
議
文
起
草
委
員
会

局
内
会
議

東
仏
理
事
会
出
席

管
理
者
研
究
会
（
文
化
庁
）

都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

第
2
6
回
全
一
茨
城
大
会

智
山
派
管
長
晋
山
式
参
列

千
葉
県
仏
役
員
会
出
席

日
・
タ
イ
交
流
の
翼
出
発

フ
ィ
ン
ガ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
氏
来
会

日
宗
連
理
事
会

日
・
タ
イ
交
流
の
翼
帰
国

　
　
わ
び
…
…
…
…
…
…
・

野
仏
公
報
の
交
換
に
つ
い
て

　
去
る
十
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
県
仏

代
表
者
会
議
に
お
い
て
「
県
仏
公
報
（
機
関
紙

や
会
報
）
を
各
県
仏
に
も
送
付
す
る
こ
と
」
が

串
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。
各
県
仏
事
務
局
に
お

き
ま
し
て
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

醗
裏
書
並
並
酷
発
行
所
財
団
法
人

映画とインド舞踊●講演

全
　
日
本
　
仏
　
教
　
会

プログラム

受付1：00～1：30
式　典1：30～1：50
講演2：00～2：30
「成道（おさとり）について」

全仏文化専門委貝　若林　隆光先生

インド舞踊　2：45～3：15
「アジア仏教圏内のおどり」榊原舞踊団

　　　　　　　　指導　榊原帰逸先生

映画3：20～4：30
「聖なる園ルンビニー」日本映画研究所

「仏陀の生涯」

　　　　全青協フィルムライブラリー

昭和54年12月2日（日）

午後1：00～4：30

日経ホール（大手町）

入場無料　先着650名

時勢日

吉
費
会
会

誌
　
囹

◇

全日本仏教会

東京都仏教連合会
全日本仏教婦人連盟

榊原学園東京舞踊学校

催
　
援

主
　
後

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
十
三

電
話
〇
三
（
四
二
七
）
九
二
七
五

，

一12一

を
「
」

．
式
鷹

噛じ▼，

層
■　　一

ゲ
ヂ．一輔

・
幽
●

・
ρ
一
ヂ
．


